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ＱＣサークル北部九州地区は、今年創立５０周年を迎えることになりました。”継続は力なり”と

申しますが、１９７４年の発足以来５０年の半世紀に亘って地区の活動を継続できたことは、これまで

北部九州地区の活動にご尽力頂きました諸先輩や役員・幹事の皆様方のお蔭であり、地区活動を支えて

頂いた地域企業の皆様のご理解とご支援・ご協力の賜物と感謝申し上げます。

今年の北部九州地区のスローガンは、「たゆまぬＫＡＩＺＥＮ！変化に負けない現場力の強化」です。

これは第一線で働く人々が、ＱＣサークル活動を通して全員参加で継続的な改善を実施することにより、

現場力を高め個人の成長と組織の活性化を図ることで、企業の成長と発展を目指すものです。これから

も地域企業の皆さんと共に歩み、共に成長することを目指して、地区活動に取り組んでまいりたいと

思っておりますので、関係各位のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

ＱＣサークル北部九州地区発足５０周年を迎えられたことを心からお祝い申し上げます。長期に渡り

北部九州地区の活動を根付かせ、活動の継続・発展にご尽力頂きました諸先輩方をはじめ、役員、幹事

の皆様方に心より敬意を表します。加えまして、地域の活性化活動にご理解をいただき、各種行事へ

積極的に参加いただきました企業の皆様に感謝申し上げます。

これまでに、我々企業を取り巻く環境は、数々の苦難がありましたが、それらを克服できたのは、

ＱＣサークル活動が組織力の向上と人材育成に大きく寄与して来たからに他なりません。

今後、これまでに無い変革期を迎え、今までの発想にとらわれない改善・改革が求められる中、ＱＣ

サークル活動の更なる活性化が期待されます。これまでの活動・取組を今一度振返って、その本質を

しっかりと捉えて、各企業の発展に貢献出来るよう北部九州地区の皆さまと共に、活動を推進して

参りますので、ご支援・協力を宜しくお願い致します。

ＱＣサークル北部九州地区発足５０周年、心よりお祝い申し上げます。

ＱＣサークル活動は、１９６２年に日本企業の製造部門中心に始まり、１９６４年には関東・東海・

近畿・北陸支部が結成され、全国では９つの支部・３５の地区が活発な活動を展開されています。

そのような中、九州支部は１９６８年に設立、１９７４年には地区活動が開始され、現在では、製造

企業の事務・営業、開発・技術部門へと普及しその後、事務・販売・サービスの企業、介護・医療・

福祉分野へと拡大しております。その間、北部九州地区は支部・各地区活動のリーダー的存在として

活躍されています。

ＱＣサークル活動は、①単なる改善活動ではなく、企業、組織の活性化と発展に大きく貢献している

こと、②支部地区活動を通じ企業のみならず、地域社会の活性化にも大きく貢献していること、③この

活動を通じ、発想力/改善力など人材育成にも貢献していること、を期待されており、北部地区の歴代

役員・幹事の皆様のご尽力のおかげで、その期待に十分こたえ続けておられると感じています。我々を

取り巻く環境は、今後も急速な変化を続けると思いますが、５０年の良き伝統を引き継ぎ、時代の変化

にもしっかりと対応した活動に、各地区の皆さまと共に鋭意努力され、益々九州支部のQCサークル活動

が発展されることを期待しております。

日頃よりＱＣサークルの活動に対し、ご支援・ご協力をいただき誠にありがとうございます。おかげ

さまで北部九州地区は、今年で５０周年を迎えることができました。これもひとえに皆様のご支援が

あってのことと、心より感謝いたしております。

北部九州地区が産声を上げた１９７４年頃は、第一次オイルショックの真っ只中で、大変な状況の中

でのスタートだったと思います。その後も様々な時代の変化がありましたが、先人の方々の知恵と努力

の結集により、変化に対応しながら今日まで歴史を積み上げてこられたのだと思います。

５０年という年月を人間の年に例えますと、人生１００年と言われる中でやっと折り返し地点にきた

ところであります。これまで先人が築き上げた財産を大切にしながら、次の５０年がさらなる飛躍の

歴史となりますよう、役員一同、たゆまぬ精進を積み重ねてまいる所存ですので、皆様には一層の

ご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。


